
環 境 方 針 
                                                  制定日 2018 年４月 

 

 当 社 は 、 ニ コ ン グ ル ー プ の 企 業 理 念 「 信 頼 と 創 造 」 に 則 り 、 社 会 の 持 続 的 発 展 を  

可 能 と す る 健 全 な 環 境 を 次 世 代 に 引 き 継 ぐ 為 に 以 下 の 方 針 を も っ て 取 り 組 み ま す 。  

１．資源の効率的利用  
省エネルギーを推進する 

水・原材料などの削減の為、リユース（再使用）・リサイクル（再生利用）を推進する 

温室効果ガスや廃棄物などの環境負荷の抑制・削減を行う 

２．製品への環境配慮  
FPD 露光装置の設計段階において、生物多様性を含む環境・安全を考慮した評価を行い 

環境に配慮した商品の提供に努める 

３．ライフサイクルにわたる環境への配慮  
ライフサイクルの各段階（生産・流通・使用・廃棄）で、環境に配慮した資材・設備等の 

積極的な導入を行い、環境負荷の最小化を図る 

４．法令等の順守  
環境に関する法律・規則並びに国際条約を順守する 

利害関係者からの要求にも対応することはもとより、自ら基準を定め達成に努力する 

５．汚染の予防  健康・安全・環境へのリスクを低減するため化学物質の使用に配慮し、汚染の防止を図る 

６．利害関係者との協働  
環境に関係する利害者と連携し、気候変動対策や生態系保護などの環境保全活動に参画する 

積極的な情報開示・提供を行い、環境負荷の削減に努める 

７．教育  環境に関する意識向上並びに活動推進を図るため、従業員への教育を徹底する 

８．グリーン調達  
製品含有化学物質関連の国内外の関連法規及び顧客要求事項を遵守する 

取引先に対して情報提供・指導を積極的に行う 

９．継続的な改善  
環境方針を実現するため環境目標を設定し、環境マネジメントシステムと業務効率の 

継続的な改善に努める 
 

 

 


